
84

で
あ
る
。
こ
の
思
想
が
出
現
し
た
経
緯
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
が
、
本

研
究
で
は
キ
リ
ス
ト
教
的
視
点
か
ら
述
べ
、
並
び
に
ヒ
ッ
ク
が
こ
れ
を
提
唱

す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
も
簡
略
に
述
べ
る
。

１　
間
接
要
因

―
自
由
主
義
神
学
の
台
頭

　
一
九
世
紀
、
ド
イ
ツ
を
中
心
に
当
時
主
流
で
あ
っ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
連

結
し
て
自
由
主
義
神
学
が
誕
生
し
た
。
そ
の
代
表
が
、
汎
神
論
的
な
観
点
か

ら
『
聖
書
』
批
判
を
試
み
た
ダ
ー
フ
ィ
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
イ
エ
ス
の
実

在
性
を
否
定
し
た
ブ
ル
ー
ノ
・
バ
ウ
ア
ー
で
あ
る
。
そ
の
後
彼
ら
は
旧
自
由

主
義
と
呼
ば
れ
る
が
、
旧
と
新
の
違
い
は
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
リ
ッ
チ
ュ
ル
が

三
位
一
体
／
キ
リ
ス
ト
論
を
拒
絶
し
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
を

否
定
し
た
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
対
抗
し
た

神
学
）
3
（

の
台
頭
が
、
宗
教
多
元
主
義
出
現
の
遠
因
と
言
え
よ
う
。

２　

直
接
要
因

―
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
と
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動

　

第
一
次
世
界
大
戦
以
降
、
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
脅
威
は
、
異
宗
教
の
存

在
で
は
な
く
、
宗
教
の
終
り
を
意
味
す
る
世
俗
主
義
の
高
ま
り
で
あ
っ
た
。

一　

は
じ
め
に

　

宗
教
多
元
主
義
は
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
に
お
い
て
発
案
さ
れ
た
思
想
で

あ
る
。
そ
の
た
め
仏
教
文
化
圏
に
生
き
る
日
本
人
に
お
い
て
は
、
そ
の
構
造

を
把
握
す
る
こ
と
が
肝
要
と
な
る
。
よ
っ
て
本
研
究
は
、
ま
ず
宗
教
多
元
主

義
が
出
現
し
た
経
緯
を
述
べ
、
つ
ぎ
に
今
日
「
こ
の
類
型
を
抜
き
に
し
て
、

宗
教
多
元
主
義
を
論
じ
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
）
1
（

」
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る

ア
ラ
ン
・
レ
イ
ス
の
「
三
つ
の
類
型
）
2
（

」
の
特
徴
を
示
し
、
そ
し
て
宗
教
多
元

主
義
の
代
表
的
立
場
に
あ
る
哲
学
者
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
（John H

ick

、1922
│

2012　

以
後
ヒ
ッ
ク
に
統
一
）
の
理
論
に
お
い
て
仏
教
が
ど
の
よ
う
に
理
解

さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
日
本
の
仏
教
、
そ
の
中
で
も
法
然
・
親
鸞
の
浄
土
宗

の
視
点
か
ら
、
救
済
に
焦
点
を
絞
り
比
較
考
察
す
る
。

二　

宗
教
多
元
主
義
の
出
現

　

宗
教
多
元
主
義
は
、
諸
宗
教
の
多
様
性
（pluralism

）
を
容
認
す
る
立
場

南　

部　

千
代
里　

〈
研
究
論
文
５
〉

　
日
本
の
仏
教
と
宗
教
多
元
主
義

─
救
済
に
お
け
る
論
理
構
造
の
比
較

─
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85 │ 日本の仏教と宗教多元主義

１　

第
一
類
型　
宗
教
排
他
主
義
（Religious exclusivism

）

　

宗
教
排
他
主
義
は
、
救
済
を
「
一
つ
の
特
定
の
伝
統
に
限
定
す
る）

9
（

」。
よ
っ

て
、
自
宗
教
以
外
の
宗
教
は
救
済
か
ら
排
除
す
る
。
こ
れ
の
典
型
が
、
イ
エ

ス
「
こ
の
人
に
よ
る
以
外
に
救
い
は
な
い
」（
使
徒
4
：
12
）
と
考
え
る
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
「
教
会
の
外
に
救
い
な
し
」
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教

会
の
海
外
宣
教
に
お
け
る
「
キ
リ
ス
ト
教
の
外
に
救
い
な
し
」
で
あ
る
。

２　

第
二
類
型　
宗
教
包
括
主
義
（Religious inclusivism

）

　

宗
教
包
括
主
義
は
、
救
済
を
「
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
の
な
か
だ
け
に
限
ら

ず
、
他
の
す
べ
て
の
偉
大
な
世
界
宗
教
の
伝
統
の
な
か
に
も
生
じ
る
出
来
事

と
し
て
見
る
）
10
（

」。
イ
エ
ス
の
贖
罪
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
神
の
恩
寵
は
、
キ
リ
ス

ト
教
徒
に
限
定
さ
れ
ず
、
た
と
え
イ
エ
ス
の
名
を
知
ら
な
く
て
も
信
仰
者
す

べ
て
に
施
さ
れ
て
い
る）
11
（

と
い
う
理
解
で
あ
る
。

３　

第
三
類
型　
宗
教
多
元
主
義
（Religious pluralism

）

　

宗
教
多
元
主
義
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
「
天
の
父
」
と
呼
ぶ
そ
の
神
を
「
実

在
者
（the Real

）」「
神
的
実
在
（the divine reality

）」）
12
（

と
呼
び
換
え
て
、
宗

教
と
は
「
い
ず
れ
も
が
神
的
実
在
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
で
あ
り
応
答

で
あ
る
」
と
定
義
し
た
、
万
教
帰
一
的
「
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
観
）
13
（

」
で
あ
る
。

よ
っ
て
「
一
」
な
る
神
的
実
在
に
「
全
面
的
に
自
分
を
捧
げ
る
こ
と
が
、
わ

れ
わ
れ
の
究
極
的
な
救
い
）
14
（

」と
な
る
。そ
の
た
め
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
は「
孔
子
、

ブ
ッ
ダ
や
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
、〔
中
略
〕
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
や
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
プ
ラ

ト
ン
」
と
同
じ
「
精
神
的
教
師
）
15
（

」
で
あ
っ
て
、
神
で
あ
っ
た
と
は
受
け
と
め

な
い
。
十
字
架
に
関
す
る
神
話
は
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
解
釈
す
る
、
所
謂
非

神
話
化
で
あ
る
。

そ
の
た
め
キ
リ
ス
ト
教
は
、
諸
宗
教
と
協
調
し
合
っ
て
こ
れ
に
対
処
し
よ
う

と
し
た
。
そ
れ
が
、
一
九
六
二
│
六
五
年
の
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
「
キ
リ

ス
ト
教
以
外
の
諸
宗
教
に
対
す
る
教
会
の
態
度
に
つ
い
て
の
宣
言
）
4
（

」
で
あ
る
。

所
謂
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
（
諸
キ
リ
ス
ト
教
会
間
の
一
致
協
力
）
の
実
質

的
な
幕
開
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
諸
宗
教
間
の
対
話
に
よ
り
世
界
を
一
共

同
体
（
地
球
村
）
と
み
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
識
が
、
宗
教
多
元
主
義
出
現
の

近
因
と
言
え
よ
う
。

３　
ヒ
ッ
ク
が
宗
教
多
元
主
義
を
提
唱
す
る
に
至
る
経
緯

　
ヒ
ッ
ク
が
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
に
移
籍
し
た）

5
（

一
九
六
七
年
当
時
の
英
国
は
、

労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
イ
ン
ド
亜
大
陸
や
カ
リ
ブ
海
地
域
か
ら
約
二
〇
〇

万
人
の
移
民
を
迎
え
て
い
た
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
も
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
人
口

の
二
割
を
占
め
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
や
シ
ー
ク
教
、
仏
教
徒
等
も
移
住
し
て
い

た
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
は
、
移
民
た
ち
「
有
色
人
種
を
劣
等
だ
」

と
卑
下
し
、
彼
ら
の
宗
教
も
嫌
悪
し
て
い
た）

6
（

。
そ
の
た
め
ヒ
ッ
ク
は
、
異
な

っ
た
宗
教
背
景
を
持
つ
人
々
が
一
社
会
で
平
和
共
存
す
る
た
め
に
は
「〈
神
中

心
〉
の
考
え
」
を
共
通
基
盤
と
し
た
「
統
合
的
な
信
仰
を
私
た
ち
は
も
つ
べ

き
だ）

7
（

」
と
主
張
し
て
、「
寛
容
」
を
徳
と
す
る）

8
（

宗
教
多
元
主
義
を
提
唱
し
た

の
で
あ
る
。三　

三
つ
の
類
型

　

本
章
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
救
済
の
在
り
方
を
区
分
し
た
、
宗
教
多
元
主

義
者
Ａ
・
レ
イ
ス
の「
三
つ
の
類
型
」の
特
徴
を
ヒ
ッ
ク
の
著
作
か
ら
抜
粋
し
、

ま
た
類
型
に
関
す
る
彼
の
主
張
の
問
題
点
を
簡
素
に
指
摘
す
る
。
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１　
宗
教
多
元
主
義
に
お
け
る
仏
教
理
解

　

ヒ
ッ
ク
は
、
異
な
っ
た
宗
教
背
景
に
も
拘
ら
ず
移
民
た
ち
の
「
礼
拝
の
現

象
学
的
類
似
）
20
（

」
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
だ
け
で
な
く
、
イ
ス
ラ
ム
教
や
シ
ー
ク

教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
も
拝
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
神
が
ま
さ
し
く
人
類
全
体

の
神
で
あ
る）
21
（

」
と
断
言
し
た
。
ま
た
「
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
神
の
像
」
が

「
阿
弥
陀
信
仰
の
仏
教
徒
た
ち
に
よ
っ
て
は
真
に
礼
拝
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
え

な
い
と
仮
定
す
る
必
要
は
な
い）
22
（

」
と
も
確
言
し
た
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
仏

教
徒
が
キ
リ
ス
ト
教
の
神
を
真
に
礼
拝
す
る
こ
と
が
「
あ
り
え
る
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
宗
教
の
信
仰
対
象
は
神
的
実
在
で
あ
る

か
ら
「
あ
り
え
な
い
と
仮
定
す
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ

し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
が
「
も
し
」
イ
ン
ド
に
伝
わ
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
イ
エ
ス

は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
あ
れ
ば
「
神
の
権
化
」、
仏
教
で
あ
れ
ば
「
菩
薩
」
と

讃
え
た
で
あ
ろ
う）
23
（

と
仮
想
し
た
。
よ
っ
て
ヒ
ッ
ク
の
救
済
の
論
理
構
造
に
お

い
て
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
神
と
阿
弥
陀
仏
」「
イ
エ
ス
と
菩
薩
」
と
は
「
現

象
学
的
に
は
同
一
の
霊
的
実
在
」
と
捉
え
る
た
め
、
代
替
は
「
可
能
」
と
な

る
）
24
（

。
　

こ
の
よ
う
に
、
ヒ
ッ
ク
は
信
仰
者
の
心
理
を
度
外
視
し
た
救
済
の
論
理
を

展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
宗
教
と
は
、
親
鸞
が
「
た
と
ひ
法
然
聖
人
に
す
か

さ
れ
ま
ひ
ら
せ
て
、
念
仏
し
て
地
獄
に
お
ち
た
り
と
も
、
さ
ら
に
後
悔
す
べ

か
ら
ず
さ
ふ
ら
ふ
」（『
歎
異
抄
』
第
二
条
）
25
（

）
と
、
使
徒
パ
ウ
ロ
も
「
十
字
架

の
言
葉
は
、
滅
ん
で
い
く
者
に
と
っ
て
は
愚
か
な
も
の
で
す
が
、
わ
た
し
た

ち
救
わ
れ
る
者
に
と
っ
て
は
神
の
力
で
す
」（
Ⅰ
コ
リ
ン
1
：
18
）
）
26
（

と
語
っ
た

よ
う
に
、
客
観
的
知
の
立
場
以
上
に
主
体
的
信
の
立
場
を
第
一
と
す
る
。
救

済
さ
れ
る
者
に
と
っ
て
救
済
者
へ
の
帰
依
は
、
東
西
を
問
わ
ず
「
一
途
）
27
（

」
で

４　
類
型
の
等
級
づ
け

　

ヒ
ッ
ク
は
、
宗
教
排
他
主
義
を
天
動
説
に
譬
え
て
「
古
く
て
粗
末
な
プ
ト

レ
マ
イ
オ
ス
的
神
学
」
と
呼
び
、
こ
れ
と
比
べ
て
宗
教
包
括
主
義
は
救
済
を

限
定
し
な
い
点
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
キ
リ
ス
ト
教
の
優
越

性
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
古
い
ド
グ
マ
の
内
容
が
ま
だ
十
分
に
は

骨
抜
き
に
さ
れ
て
い
な
い
」
と
謗
り
、
宗
教
多
元
主
義
を
地
動
説
に
譬
え
て

「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命
」
の
如
く
、
時
代
に
最
も
即
し
た
教
理
で
あ
る）
16
（

と
表
明

し
た
。
問
題
は
、
彼
が
、
宗
教
を
同
等
に
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
な

が
ら
、
他
方
で
は
そ
れ
を
翻
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
排
他
よ
り
包

括
、包
括
よ
り
多
元
と
類
型
を「
等
級
づ
け）
17
（

」て
い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
は
、

ま
る
で
多
元
主
義
が
優
で
、
排
他
主
義
が
劣
、
あ
る
い
は
「
倫
理
的
な
悪
」

で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
人
々
に
与
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の

た
め
梅
津
光
弘
は
、
宗
教
多
元
主
義
者
が
案
出
し
たExclusivism

の
排
他

を
、
宗
教
的
信
念
の
積
極
的
側
面
と
捉
え
る
「
専
心
」
に
置
換
す
る
こ
と
を

提
案
し
て
い
る）
18
（

。

四　

日
本
の
仏
教
と
宗
教
多
元
主
義

　

宗
教
多
元
主
義
は
、
日
本
人
の
宗
教
意
識
（
本
地
垂
迹
説
）
か
ら
も
課
題

と
な
り
難
い
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
稲
垣
久
和
は
、
日
本
社
会
で
は
、
そ
れ

は
信
仰
人
口
が
極
少
数
の
キ
リ
ス
ト
者
で
は
な
く
、
大
多
数
の
「
仏
教
者
が

真
剣
に
取
り
組
む
テ
ー
マ
で
は
な
い
か）
19
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
彼
は
、
自

身
が
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
た
め
か
、
仏
教
者
が
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す

れ
ば
よ
い
か
は
論
じ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
本
章
で
は
、
こ
の
課
題
に
関
し
て

考
え
て
み
た
い
。
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る
と
主
張
す
る
点
で
一
致
し
て
い
る）
34
（

」
と
宣
言
し
た
。
し
か
し
大
半
の
共
同

体
は
、
実
際
、
宗
教
包
括
主
義
的
立
場
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
彼
は
、

宗
教
包
括
主
義
が
宗
教
多
元
主
義
へ
と
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
換
」
す
る
前
形
態

で
あ
る
と
共
同
体
が
理
解
し
た
な
ら
ば
、
彼
ら
を
「
多
元
主
義
へ
と
向
か
わ

せ
な
い
で
は
お
か
な
い
だ
ろ
う）
35
（

」
と
揚
言
し
た
。

　

ヒ
ッ
ク
の
主
張
に
従
う
と
、
世
界
宗
教
で
あ
る
仏
教
は
、
宗
教
多
元
主
義

的
救
済
の
論
理
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な
が

ら
仏
教
で
は
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」、
仏
は
仏
性
に
基
づ
き
あ
ら
ゆ
る
人
間

に
慈
悲
を
注
ぐ
と
説
く
。
よ
っ
て
、
仏
教
を
三
類
型
の
ど
れ
か
に
当
て
嵌
め

る
と
し
た
な
ら
ば
、
仏
教
は
宗
教
包
括
主
義
的
立
場
に
留
ま
る
と
考
え
ら
れ

る
）
36
（

。
　

し
か
し
、
先
述
の
三
│
４
「
等
級
づ
け
」
か
ら
す
る
と
、
仏
教
が
宗
教
包

括
主
義
に
留
ま
る
な
ら
ば
「
古
い
教
理
の
諸
前
提
を
踏
み
越
え
て
い
な
い
」

劣
っ
た
位
置
に
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
か
し
仏
教
か
ら
宗

教
包
括
主
義
的
救
済
の
論
理
を
排
除
す
る
と
、
仏
の
慈
悲
は
限
定
さ
れ
た
も

の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
は
仏
教
徒
し
か
救
済
し
な
い
救
済
者
と
な
る
。

ゆ
え
に
、
た
と
え
古
い
と
批
難
さ
れ
よ
う
と
も
、
仏
教
は
十
方
の
衆
生
を
仏

の
子
と
し
て
み
る
根
本
思
想
か
ら
、
ど
う
し
て
も
宗
教
包
括
主
義
の
立
場
に

留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
人
間
の
苦
、
す
な
わ
ち
煩
悩
を
無
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
そ

れ
を
克
服
し
、
平
安
に
生
き
る
道
を
釈
迦
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
仏
教
は
、

確
か
に
、
国
境
や
民
族
、
言
語
、
文
化
の
壁
を
越
え
た
世
界
宗
教
で
は
あ
る

が
、
か
と
い
っ
て
無
条
件
で
宗
教
多
元
主
義
を
受
容
す
る
も
の
で
は
な
い
の

で
あ
る
。

あ
る
。
信
仰
と
は
、
生
死
の
問
題
と
し
て
、
こ
の
道
し
か
な
い
と
「
一
本
の

筋
金
）
28
（

」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
高
田
信
良
が
「
親
鸞
の
選
択
的
・
排
他
的

な
姿
勢
は
法
然
に
し
た
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る）
29
（

」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
自
宗

教
を
徹
し
て
信
じ
き
る
な
ら
ば
、
他
宗
教
に
対
し
、
ど
う
し
て
も
独
善
／
排

他
的
な
態
度
を
と
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

ヒ
ッ
ク
は
、
宗
教
は
「
ど
れ
も
救
済
論
的
構
造
は
根
本
的
に
類
似
し
て
い

る
）
30
（

」、
ゆ
え
に
キ
リ
ス
ト
教
の
神
と
阿
弥
陀
仏
の
代
替
は
可
能
で
あ
る
と
公
言

し
た
。
し
か
し
仏
教
徒
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
は
「
摂
取
不
捨
」

（『
歎
異
抄
』
第
一
条
）
で
は
な
い
ゆ
え
に
、
代
替
は
不
可
で
あ
る
。
仏
教
と

キ
リ
ス
ト
教
は
救
済
の
目
的
、
つ
ま
り
「
他
力
」
に
よ
る
万
民
救
済
に
お
い

て
は
相
似
す
る
が
、
救
済
の
論
理
に
お
い
て
は
相
違
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

二
者
の
思
想
構
造
を
直
視
す
る
な
ら
ば
、
西
田
幾
多
郎
が
迷
い
の
中
で
苦
し

む
凡
夫
を
「
た
だ
汝
の
た
め
に
我
は
粉
骨
砕
身
せ
り
と
い
っ
て
、
こ
れ
を
迎

え
ら
れ
る）
31
（

」
と
言
っ
た
阿
弥
陀
仏
と
、「
仏
教
徒
た
ち
が
根
本
的
に
拒
絶
す

る
、
人
間
的
主
体
と
神
と
の
あ
い
だ
の
二
元
論
を
前
提
に
し
て
い
る）
32
（

」
キ
リ

ス
ト
教
の
神
と
は
、
同
一
視
で
き
な
い
。
ま
た
「
イ
エ
ス
と
菩
薩
」
の
身
代

り
受
難
の
観
念
も
、
中
村
元
が
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
贖
罪
は
「
キ
リ
ス
ト

独
り
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
」
が
、
仏
教
で
は
「
い
か
な
る
菩
薩
に
よ
っ
て
も

な
さ
れ
う
る）
33
（

」
と
相
違
点
を
明
示
し
た
よ
う
に
、
二
者
は
同
一
視
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
神
概
念
が
ま
っ
た
く
適
切
性
を
も
た
な
い
仏
教
と
宗
教
多
元
主
義

と
は
、
本
質
的
に
異
な
る
救
済
の
論
理
を
用
い
て
い
る
、
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
。

２　
仏
教
の
位
置

　
ヒ
ッ
ク
は
、「
宗
教
共
同
体
は
す
べ
て
、
究
極
的
に
は
唯
一
の
神
が
存
在
す
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つ
ま
り
、
神
概
念
が
な
い
仏
教
と
宗
教
多
元
主
義
と
の
根
本
的
な
相
違
が
明

ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
今
後
の
諸
宗
教
は
、
救
済
に
お
い
て
各
宗
教
が
果
た
す
べ
き

役
割
と
責
任
を
、
他
者
と
の
比
較
で
は
な
く
各
々
が
「
唯
一
」
で
あ
り
、
自

宗
教
の
信
念
を
全
う
し
な
が
ら
、
他
宗
教
の
歴
史
や
文
化
、
聖
典
、
儀
礼
、

信
条
等
と
の
相
違
点
を
客
観
的
に
理
解
し
、
尊
重
し
合
う
こ
と
が
重
要
と
な

る
。
ま
た
「
多プ

ル
ー
ラ
リ
ズ
ム

元
主
義
と
寛
容
は
世
俗
化
の
落
と
し
子）
42
（

」
で
あ
る
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
一
神
教
も
多
神
教
も
神
を
立
て
な
い
仏
教
も
同
一
視
し
、
普
遍

性
だ
け
を
取
上
げ
て
特
殊
性
を
切
捨
て
る
な
ら
ば
、『
仏
典
』
の
な
い
仏
教
、

十
字
架
の
な
い
キ
リ
ス
ト
教
と
な
り
、
信
者
は
信
仰
対
象
を
見
失
い
、
延
い

て
は
宗
教
そ
の
も
の
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
宗
教
多
元
主
義
は
、
神
中
心
主
義
を
共
通
基
盤
と
し
た
「
統

合
的
な
信
仰
」
に
よ
る
平
和
を
標
榜
し
て
い
る
が
、
中
村
元
が
「「
平
和
」

と
い
う
語
の
意
味
す
る
内
容
が
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
で
は
決
し
て
同
一

で
は
な
い）
43
（

」
と
断
言
し
た
よ
う
に
、
今
後
の
日
本
の
仏
教
と
宗
教
多
元
主
義

は
、
救
済
に
繫
が
る
「
真
の
平
和
が
何
か
」
と
い
う
こ
と
を
も
比
較
研
究
に

基
づ
い
て
論
議
す
る
こ
と
が
極
め
て
肝
要
と
な
る
、
と
言
え
よ
う
。

　
（
1
）
根
岸
敏
幸
「
宗
教
多
元
主
義
の
位
相
」
間
瀬
啓
允
編
『
宗
教
多
元
主
義
を
学
ぶ

人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
八
年
、
二
一
頁
。

　
（
2
）A

lan Race, C
hristians and Religious Pluralism

: Patterns in the 
C
hristian Theology of Religions, London, SCM

 Press Ltd., Second 
edition, 1993, pp.10

│105

．
邦
訳
は
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。

　
（
3
）
キ
リ
ス
ト
教
弁
証
家
Ｃ
・
Ｓ
・
ル
イ
ス
は
、
自
由
主
義
神
学
を
「
水
割
り
の
キ
リ

ス
ト
教
」
と
呼
ん
で
い
る
。「
天
に
は
善
な
る
神
が
い
ま
し
、
万
事
め
で
た
く
何
も

言
う
こ
と
な
し
」
と
、
救
済
に
拘
る
「
や
っ
か
い
な
教
義
は
す
べ
て
素
通
り
し
て
し

五　

お
わ
り
に

　

ヒ
ッ
ク
は
、
救
済
の
区
分
を
三
類
型
に
限
定
）
37
（

し
、
ど
の
宗
教
も
「
一
」
な

る
神
的
実
在
を
拝
し
て
い
る
、
よ
っ
て
救
済
は
同
一
で
あ
る
と
、
宗
教
平
等

論
を
説
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
宗
教
上
の
偏
見
と
差
別
が
払
拭
さ
れ
、
宗
教
間

の
誤
解
と
闘
争
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
、
世
界
平
和
実
現
の
た
め
に
は
必
要

な
理
論
で
あ
る
と
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン）
38
（

を
始
め
と
し
て
、
信
楽
峻
麿
が
「
私
は

基
本
的
に
は
、
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
も
、
こ
の
宗
教
多
元
主
義
の

主
張
に
対
し
て
は
、
賛
意
を
表
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
）
39
（

」
と
発
言
し
た
よ
う

に
、
日
本
で
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
み
な
ら
ず
仏
教
徒
に
も
そ
の
影
響
は
み
ら

れ
る
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
の
宗
教
が
神
的
実
在
を
拝
し
て
い
る
の
で
あ
る
な
ら
ば

「
仏
教
徒
で
あ
る
」
こ
と
の
必
然
性
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
「
ブ

ッ
ダ
」
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
数
学
者
や
哲
学
者
た
ち
と
同
じ
「
精
神
的
教
師
」

の
一
人
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問
が
残
る
。
そ
れ
は
、
ヒ
ッ
ク
が
彼

の
神
中
心
主
義
に
非
有
神
の
仏
教
を
組
入
れ
て
理
解
し
た
か
ら
に
過
ぎ
な

い
。
そ
の
た
め
ウ
ェ
ス
レ
ー
・
ア
リ
ア
ラ
ジ
ャ
は
「
神
中
心
的
理
解
と
は
、

他
の
人
々
に
押
し
つ
け
る
新
し
い
枠
組
で
は
な
い）
40
（

」
と
言
明
し
、
武
田
龍
精

は
親
鸞
思
想
の
立
場
か
ら
「reality

、
そ
れ
が
何
で
あ
る
の
か）
41
（

」
と
問
う
て

い
る
。

　

そ
の
た
め
本
研
究
で
は
、
日
本
の
仏
教
と
宗
教
多
元
主
義
に
共
通
す
る
概

念
で
あ
る
救
済
を
軸
と
し
て
、
比
較
検
証
と
相
互
批
判
を
試
み
た
。
そ
の
結

果
、
両
者
は
救
済
の
目
的
、
す
な
わ
ち
他
力
に
よ
る
万
民
救
済
に
お
い
て
は

相
似
す
る
が
、
構
造
に
お
い
て
は
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
顕
著
と
な
っ
た
。
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